
報道発表（お知らせ）

「NICT図書街シンポジウム２００８」開催のお知らせ 

平成20年3月4日 

独立行政法人情報通信研究機構（以下、「NICT」という。理事長：宮原 秀夫。）は３月１０日

（月）、学士会館本館において、「NICT図書街シンポジウム２００８」を開催いたします。

本シンポジウムでは、ユニバーサルコミュニケーション社会*1の実現を目指すNICTが、人の

知的活動やコミュニケーションを支援する新しい方法を開発するために推進している「図書街プ

ロジェクト*2」に関して、そのコンセプトやプロジェクトの概略及び今年度のシステム開発の成果

を発表するとともに、その社会的な意義を、文化、芸術、学術、産業の各界の皆様に論じて頂き

ます。

本シンポジウムは、新たな技術シーズを見出すための社会的活動として、情報通信分野に留

まらない広い分野の皆様への情報発信を行うことを目的としています。情報技術の研究開発

者、出版関係者、各種クリエーターや文化人など、ユニバーサルコミュニケーション社会の創造

を担う皆様の多様な観点からのご興味が、新しい技術の着想を生み、社会的関心の広がりにつ

ながるよう、多くの皆様方のご来場をお待ちしております。

記

１．日時： 平成２０年３月１０日（月） １４：００～１７：３０

２．場所： 学士会館本館 ２０２講堂（東京都千代田区神田錦町３－２８）

３．主催： 独立行政法人情報通信研究機構

４．協賛： 北海道大学知識メディアラボラトリー（ＶＢＬ）

慶應義塾大学ＳＦＣ研究所

京都大学学術情報メディアセンター

５．内容： プログラム及び詳細を別紙２に示します。

６．参加費： 無料

７．参加申込： 本シンポジウムは、事前登録制となっております。参加をご希望の方は、

下記ホームページからのお申込みをお願いいたします。

http://es.isis.ne.jp/NICT/sympo2008/ 

申込み問い合わせ先：NICT図書街シンポジウム事務局 (編集工学研究所内)

Tel：03-3568-2100

＜ 広報 問い合わせ先 ＞

総合企画部 広報室 

栗原 則幸 

Tel：042-327-6923

Fax：042-327-7587

＜ 本件に関する 問い合わせ先 ＞

知識創成コミュニケーション研究センター

知識処理グループ

木俵 豊、加藤 宗子

Tel：042-327-6852 



＜ 用語 解説 ＞

別紙１

*1 ユニバーサルコミュニケーション社会

世界中の人達相互間で自由にコミュニケーションができるのみならず、人と機械、機械相互間

においても自由にやりとりができる理想の社会のこと。

*2 図書街プロジェクト

編集工学研究所所長の松岡正剛氏によって提案された「知のプラットフォーム」となる書物都市

「図書街」のコンセプトに基づき、NICTが平成17年にスタートした研究開発プロジェクトです。

慶應義塾大学SFC研究所、北海道大学知識メディアラボラトリー（VBL）、京都大学学術情報メ

ディアセンター、のプロジェクトチーム参加により、人類の知的活動の資産である書籍がもつ情

報を構造化し、さまざまに関係づけることを通して、人々の知識や想起を膨らませ、人々の間の

コミュニケーションに活用できるプラットフォームシステムを研究開発しています。

今年度は、開発システムのもつ情報空間と我々が存在する現実空間を結びつける情報ナビゲ

ーションシステムとして、京都観光ナビゲータを応用開発しています。

（参考URL：http://www2.nict.go.jp/x/x163/project3/index.html）
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